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関
西
学
院
神
学
部
に
お
け
る

  
朝
鮮
人
学
生
入
学
関
係
書
類
の
分
析
（
一
九
一
三―

四
三
年
）

      

李　

徳
周

（
訳
）
朴　

賢
淑

一
、
序

　

本
論
文
は
、
関
西
学
院
大
学
神
学
部
の
神
田
健
次
教
授
の
研
究
チ
ー
ム
が
提
供
し
た
（
旧
制
）
関
西
学
院
神
学

部
の
入
学
関
係
書
類
を
検
討
し
、
一
九
一
〇―

四
〇
年
代
の
神
学
部
に
入
学
し
た
朝
鮮
人
学
生
の
留
学
の
背
景
と

そ
の
動
機
を
考
察
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
入
学
関
係
書
類
の
種
類
と
内
容
を
分
析
し
て

そ
の
特
徴
的
性
格
を
考
察
す
る
と
共
に
、
信
仰
告
白
的
な
内
容
が
含
ま
れ
た
「
伝
道
動
機
明
細
書
」
を
分
析
し
、

朝
鮮
人
学
生
の
信
仰
と
入
学
動
機
を
調
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
、
入
学
関
係
書
類
の
分
析

　

関
西
学
院
入
学
関
係
書
類
は
、
個
人
も
し
く
は
時
代
に
よ
っ
て
多
少
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
な
書
類
と
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し
て
、
入
学
願
書
と
履
歴
書
、
在
学
証
明
書
も
し
く
は
卒
業
証
明
書
、
最
終
学
校
の
成
績
証
明
書
、
推
薦
書
な
ど

が
要
求
さ
れ
、
そ
の
他
に
も
身
元
保
証
書
も
し
く
は
財
政
保
証
書
と
伝
道
動
機
明
細
書
、
健
康
診
断
書
、
戸
籍
謄

本
、
写
真
な
ど
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
資
料
が
確
認
で
き
る
朝
鮮
人
入
学
生
六
七
人
の
状
況
を
整
理
し
、〔
表
１
〕

入
学
年
度
別
朝
鮮
人
学
生
一
覧
に
ま
と
め
た
（
28
頁
）。

　

表
を
見
る
と
、
は
じ
め
は
朝
鮮
の
名
前
で
登
録
を
行
っ
て
い
た
も
の
が
、
皇
民
化
が
進
み
そ
の
統
治
が
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
に
至
っ
た
一
九
四
二
年
以
降
に
は
創
始
改
名
を
し
て
日
本
名
で
登
録
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
、
推
薦
書
も
は
じ
め
は
朝
鮮
で
牧
会
し
て
い
る
牧
会
者
や
宣
教
師
な
ど
が
主
に
書
い
て
い
た
が
、
日
本
帝
国
の

末
期
に
当
た
る
一
九
三
七
年
以
降
に
は
日
本
の
牧
師
た
ち
に
よ
る
も
の
が
増
え
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
日
本
人
牧

師
た
ち
の
推
薦
書
だ
け
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
二
〇
年
代
ま
で
は
、
入
学
生
の
ほ
と
ん
ど
が
朝
鮮
で
学
業
を
終
え
、
関
西
学
院
神
学
部
の
入
学
を
目
的
に

渡
日
し
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
早
く
か
ら
日
本
に
渡
っ
て
日
本
の
学
校
を
卒
業

し
た
者
や
日
本
で
就
職
を
し
た
後
、
神
学
部
に
入
学
し
た
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
入
学
生
の
所
属
教
団

も
様
々
で
、
は
じ
め
は
朝
鮮
教
会
の
出
身
者
が
殆
ど
を
占
め
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
末
か
ら
は
在
日
朝
鮮
人

教
会
や
日
本
基
督
教
会
に
出
席
し
て
い
る
者
が
増
え
て
い
る
。

（１）　

朝
鮮
人
入
学
生
の
年
度
別
現
況
〔
表
２
〕
入
学
年
度
別
朝
鮮
人
学
生
氏
名
（
33
頁
）

　

朝
鮮
の
入
学
生
が
一
人
も
い
な
か
っ
た
年
度
も
あ
っ
た
が
、
殆
ど
毎
年
朝
鮮
の
学
生
た
ち
が
人
学
し
、
最
も
多

か
っ
た
年
度
は
一
九
四
三
年
の
八
人
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
と
一
九
三
七
年
に
も
そ
れ
ぞ
れ
七
人
が
入
学
し
て
い

る
。
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関西学院神学部における朝鮮人学生入学関係書類の分析（1913-43）

（２）　

志
願
学
科
〔
表
３
〕
学
科
別
朝
鮮
人
学
生
（
34
頁
）

　

朝
鮮
で
高
等
普
通
学
校
（
中
学
校
）
を
卒
業
し
た
後
に
入
学
し
た
学
生
た
ち
は
、
別
科
も
し
く
は
予
科
に
入
学

し
、
卒
業
後
に
牧
師
ま
た
は
牧
会
の
経
験
が
あ
る
者
は
本
科
に
入
学
で
き
た
。
朝
鮮
で
聖
書
学
院
も
し
く
は
神
学

校
を
卒
業
し
た
者
は
本
科
一
年
、
ま
た
は
二
年
に
入
学
で
き
た
も
の
の
、
長
い
牧
会
経
験
が
あ
っ
た
李
浩
彬
牧
師

の
場
合
は
聴
講
生
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。
科
と
学
年
は
入
学
生
の
神
学
と
語
学
（
日
本
語
と
英
語
）
能
力
に
応

じ
て
融
通
を
き
か
せ
て
調
整
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（３）　

出
身
地
域
〔
表
４
〕
出
身
地
別
朝
鮮
人
学
生
（
34
頁
）

　

出
身
地
域
は
全
国
に
分
か
れ
て
い
る
。
平
壤
を
含
む
平
安
南
道
が
一
五
人
と
最
も
多
く
、
次
い
で
平
安
北
道

一
〇
人
、
黄
海
道
七
人
を
含
め
る
と
計
三
二
人
に
達
す
る
が
、
彼
ら
は
い
わ
ゆ
る
日
本
の
弾
圧
の
中
に
も
キ
リ
ス

ト
教
が
成
長
し
続
け
た「
西
北
地
域
」の
出
身
で
あ
る
。
次
い
で
、「
畿
湖
地
方
」の
京
城（
三
人
）と
京
畿
道（
一
一

人
）
の
出
身
が
一
四
人
で
あ
り
、
忠
清
以
南
地
域
は
少
数
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
に
表
記
さ
れ
た
出
身
地
は

あ
く
ま
で
出
身
地
で
あ
っ
て
、
入
学
す
る
以
前
、
彼
ら
の
活
躍
し
て
い
た
活
動
の
根
拠
地
を
考
慮
す
れ
ば
、
よ
り

多
様
で
あ
り
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
国
外
の
満
州
地
域
ま
で
及
ん
で
い
る
。

（４）　

入
学
当
時
の
年
齢
〔
表
５
〕
年
齢
別
朝
鮮
人
学
生
（
35
頁
）

　

最
高
年
齢
は
イ
エ
ス
教
会
の
宣
道
監
で
あ
っ
た
三
八
才
の
李
浩
彬
牧
師
で
あ
っ
た
。
次
は
三
六
才
で
入
学
し
た

玄
垣
國
（
元
梨
花
女
子
大
学
、
玄
永
学
教
授
の
父
親
）、
三
四
才
の
金
英
珠
牧
師
と
金
霊
淳
牧
師
で
あ
っ
た
。
彼

ら
は
教
師
、
牧
師
の
経
験
者
で
あ
り
、
経
験
が
長
い
経
歴
者
と
し
て
神
学
の
「
延
長
教
育
」
の
次
元
で
関
西
学
院
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神
学
部
に
入
学
し
た
。
最
年
少
で
入
学
し
た
の
は
一
八
才
の
金
龍
玉
で
あ
り
、
平
壤
の
光
成
中
学
校
を
卒
業
し
て

す
ぐ
に
日
本
留
学
を
志
し
た
。
最
も
多
い
年
齢
層
は
高
等
普
通
学
校
と
専
門
学
校
（
も
し
く
は
神
学
校
）
を
卒
業

し
て
か
ら
留
学
し
入
学
し
た
学
生
た
ち
で
、
二
三
〜
二
四
才
で
あ
っ
た
。

（５）　

性
別
〔
表
６
〕
男
女
別
朝
鮮
人
学
生
（
36
頁
）

　

男
子
学
生
が
大
多
数
を
占
め
る
中
、
女
子
学
生
は
一
九
三
七
年
に
入
学
し
た
金
永
雲
と
一
九
四
〇
年
に
入
学
し

た
車
閏
福
の
二
人
で
あ
る
。
社
会
的
、
教
会
的
に
女
性
の
牧
会
が
ま
だ
開
放
的
で
な
か
っ
た
当
時
の
状
況
で
、
女

子
学
生
た
ち
の
神
学
修
行
は
挑
戦
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、
金
永
雲
は
海
州
の

高
等
女
学
校
を
卒
業
し
、
殷
栗
公
立
普
通
学
校
の
教
師
と
し
て
勤
務
し
た
後
に
、
関
西
学
院
神
学
部
の
聴
講
生
で

あ
っ
た
李
浩
彬
牧
師
の
推
薦
を
受
け
て
入
学
し
神
学
教
育
を
受
け
た
。
一
方
、
車
閏
福
は
京
城
女
子
商
業
学
校
と

満
州
龍
井
の
光
明
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
日
本
に
留
学
し
、
大
阪
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
の
神
学
部
を
終
え
て
か

ら
、
本
科
二
年
に
入
学
し
て
い
る
。

（６）　

教
派
及
び
教
団
的
背
景
〔
表
７
〕
教
派
及
び
教
団
別
朝
鮮
人
学
生
（
36
頁
）

　

関
西
学
院
が
南
監
理
会
宣
教
部
関
係
の
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
の
入
学
生
も
南
監
理
会
出
身
者
が
最

も
多
い
。
こ
れ
に
北
監
理
会
及
び
一
九
三
〇
年
南
北
監
理
教
会
が
合
同
し
て
以
後
の
朝
鮮
監
理
会
に
所
属
し
て
い

た
者
も
合
わ
せ
る
と
、監
理
教
出
身
が
三
七
人
で
最
も
多
く（
五
五
％
）、次
い
で
長
老
派
出
身
が
一
八
人（
二
七
％
）

で
あ
っ
た
。
監
理
教
出
身
の
学
生
た
ち
は
、
南
監
理
教
系
統
の
松
都
高
等
普
通
学
校
、
北
監
理
会
系
統
の
培
材
高

等
普
通
学
校
と
光
成
高
等
普
通
学
校
、
尚
洞
青
年
学
院
の
卒
業
生
、
そ
し
て
南
北
監
理
教
聯
合
の
監
理
会
神
学
校
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卒
業
生
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
（
超
教
派
）
的
に
運
営
さ
れ
た
皮
漁
善
記
念
聖
書
学
院
と
中
央

基
督
教
青
年
会
学
館
、
聖
潔
派
系
列
の
京
城
聖
書
学
院
の
出
身
者
も
志
願
し
て
い
る
。
し
か
し
、
長
老
教
会
出
身

者
の
中
に
は
当
時
、
朝
鮮
長
老
教
会
の
唯
一
の
教
団
神
学
校
で
あ
っ
た
平
壤
の
長
老
会
神
学
校
出
身
で
は
な
く
、

長
老
派
系
列
の
儆
新
中
学
校
、
長
・
監
聯
合
の
崇
実
専
門
学
校
と
延
禧
専
門
学
校
を
経
て
関
西
学
院
に
留
学
す
る

ケ
ー
ス
が
大
多
数
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
保
守
的
な
神
学
を
教
え
て
い
た
平
壤
神
学
校
出
身
者
が
関
西
学
院
神
学
部

を
志
願
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
比
較
的
自
由
な
神
学
を
教
え
て
い
た
カ
ナ
ダ

合
同
教
会
の
宣
教
師
た
ち
が
活
動
し
て
い
た
咸
慶
道
と
東
満
州
地
域
を
背
景
と
し
た
長
老
教
会
の
出
身
者
（
玄
垣

國
、
李
泰
俊
、
宋
昌
根
、
金
春
培
、
金
英
珠
、
嚴
堯
燮
な
ど
）
が
関
西
学
院
を
志
願
し
て
い
た
。

　

特
に
、
興
味
深
い
の
は
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
保
守
的
な
長
老
教
会
か
ら
「
異
端
」
と
さ
れ
て
い
た
イ
エ
ス

教
会
所
属
の
牧
会
者
や
伝
道
師
が
関
西
学
院
に
相
当
数
入
学
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
イ
エ
ス
教
会
は
、
一
九
三
〇

年
代
に
朝
鮮
教
会
の
代
表
的
な
神
秘
主
義
的
リ
バ
イ
バ
ル
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
る
李
龍
道
（
一
九
〇
一
〜

一
九
三
三
年
、
彼
は
一
九
二
八
年
に
関
西
学
院
神
学
部
に
入
学
し
た
李
龍
九
の
兄
に
当
た
る
）
を
中
心
と
し
て
、

一
九
三
三
年
に
組
織
さ
れ
た
土
着
教
会
の
一
つ
で
あ
る
。
李
龍
道
牧
師
の
死
後
、
イ
エ
ス
教
会
中
央
宣
道
院
宣
道

監
（
監
督
）
と
し
て
教
会
を
率
い
て
い
た
李
浩
彬
牧
師
が
一
九
三
六
年
に
本
科
聴
講
生
と
し
て
関
西
学
院
に
入
学

し
た
後
、
彼
の
推
薦
を
受
け
金
永
雲
、
韓
俊
明
な
ど
が
入
学
し
た
。
ま
た
、
所
属
は
監
理
教
会
で
あ
っ
た
も
の
の
、

李
龍
道
牧
師
や
イ
エ
ス
教
会
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
邊
宗
浩
も
予
科
生
と
し
て
入
学
し
て
修
学
し
た
。
特
に
、

金
永
雲
は
韓
国
解
放
後
、
梨
花
女
子
大
学
教
授
と
し
て
勤
め
て
い
た
が
、
文
鮮
明
の
統
一
教
会
に
積
極
的
に
参
加

し
（
初
期
運
動
）、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
同
じ
く
、
日
本
植
民
地
下
の
当
時
に
、
既

成
教
会
か
ら
「
異
端
の
取
り
扱
い
」
を
受
け
て
い
た
教
派
で
あ
る
朝
鮮
基
督
教
会
出
身
の
学
生
（
李
順
相
）
も
関
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西
学
院
に
入
学
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
朝
鮮
基
督
教
会
は
、
一
九
一
〇
年
代
に
根
本
主
義
神
学
を
強
調
す
る
宣
教

師
た
ち
が
支
配
す
る
牧
会
と
神
学
教
育
政
策
を
批
判
し
て
い
た
金
庄
鎬
牧
師
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
自
由
主
義
神

学
伝
統
の
土
着
教
会
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
教
会
の
反
宣
教
師
的
な
性
格
が
一
九
四
〇
年
代
に
入
り
反
欧
米
的
な
日

本
基
督
教
会
の
「
東
洋
的
基
督
教
運
動
」
に
接
木
さ
れ
て
、日
本
政
府
の
皇
民
化
政
策
を
積
極
的
に
支
持
す
る
「
親

日
」
路
線
を
取
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
脈
絡
か
ら
朝
鮮
基
督
教
会
の
牧
会
者
た
ち
の
日
本
留
学
へ
の
道

が
開
か
れ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
一
九
三
〇
年
代
以
後
は
、
在
日
朝
鮮
基
督
教
会
に
出
席
す
る
学
生
た
ち
の
入

学
が
増
え
て
い
る
が
、こ
れ
は
渡
日
し
て
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
四
〇
年
代
に
は
日
本
基
督
教
団
に
所
属
す
る
学
生
が
増
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
が
、
既
に
創
始
改
名
を
し
た

入
学
生
の
中
に
、
日
本
と
朝
鮮
と
の
狭
間
に
あ
る
民
族
的
相
違
を
感
じ
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（７）　

推
薦
者
〔
表
８
〕
推
薦
人
別
朝
鮮
人
学
生
（
37
頁
）

　

推
薦
者
は
入
学
志
願
者
が
出
席
し
て
い
た
朝
鮮
国
内
所
属
教
会
の
牧
会
者
が
最
も
多
く
、
教
派
別
で
は
南
監
理

会
に
所
属
す
る
牧
師
が
多
い
。
次
い
で
北
監
理
会
、
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
南
北
監
理
教
会
が
合
同
し
て
か
ら
後

の
朝
鮮
監
理
教
会
所
属
の
牧
会
者
と
メ
ソ
ヂ
ス
ト
神
学
校
の
教
授
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
長
老
派
出

身
の
入
学
生
も
相
当
数
を
占
め
て
い
た
関
係
上
、
朝
鮮
イ
エ
ス
教
長
老
会
の
牧
師
た
ち
に
よ
る
推
薦
も
多
か
っ
た

が
、
興
味
深
い
の
は
保
守
的
な
平
壤
山
亭
峴
教
会
の
朱
基
徹
牧
師
が
一
九
三
八
年
に
入
学
し
た
金
耀
信
の
推
薦
書

を
書
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
当
時
、
朝
鮮
で
最
も
影
響
力
の
大
き
い
牧
会
者
の
一
人
で
あ
っ
た
朱
基
徹
牧
師
は
、

一
九
三
八
年
以
後
、
本
格
化
さ
れ
る
神
社
参
拝
強
要
政
策
に
抵
抗
し
、
一
九
三
八
年
以
後
数
回
投
獄
さ
れ
た
後
、

一
九
四
四
年
に
平
壤
で
「
獄
中
殉
教
」
し
た
が
、
第
一
次
投
獄
直
前
に
平
壤
光
成
高
等
普
通
学
校
卒
業
生
の
金
耀
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信
の
日
本
留
学
推
薦
書
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
関
西
学
院
に
先
に
入
学
し
勉
強
し
た
在
学
生
や
卒
業
生
の
推
薦
を
受
け
入
学
を
し
た
ケ
ー
ス
も
し
ば

し
ば
あ
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年
以
前
に
修
学
し
た
劉
敬
相
牧
師
が
数
回
推
薦
書
を
書
い
て
お
り
、
一
九
一
八
年
入

学
生
で
あ
る
金
鐘
萬
牧
師
も
後
に
メ
ソ
ヂ
ス
ト
神
学
校
の
教
授
と
し
て
勤
め
な
が
ら
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト
神
学
校
卒
業

生
の
推
薦
書
を
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
既
に
記
し
た
よ
う
に
イ
エ
ス
教
会
の
李
浩
彬
牧
師
は
聴
講
生
と
し
て
入

学
し
修
学
し
な
が
ら
同
じ
教
団
出
身
の
金
永
雲
、
韓
俊
明
の
推
薦
書
を
書
い
て
い
る
が
、
韓
俊
明
は
一
九
三
〇
年

代
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
界
で
李
龍
道
牧
師
に
対
す
る
「
異
端
の
是
非
」
が
問
わ
れ
た
際
、
神
秘
主
義
的
集
団
行
動
の

核
心
的
な
人
物
と
し
て
知
ら
れ
た
当
事
者
で
あ
り
、
金
永
雲
は
韓
国
解
放
後
の
梨
花
女
子
大
学
教
授
時
代
に
、
文

鮮
明
の
統
一
教
会
の
初
期
運
動
に
賛
同
し
、
社
会
的
に
教
会
的
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。

　

関
西
学
院
が
南
監
理
会
と
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
の
宣
教
部
が
合
同
運
営
し
て
い
た
宣
教
部
設
立
学
校
（m

ission 

school

）
で
あ
っ
た
た
め
に
、
外
国
人
宣
教
師
た
ち
の
推
薦
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
駐
韓
宣
教
師
の
場
合
、
南

監
理
会
と
北
監
理
会
宣
教
師
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、
咸
慶
道
を
主
な
宣
教
地
域
と
し
て
い
た
カ
ナ
ダ
合
同
教
会

宣
教
師
た
ち
に
よ
る
推
薦
も
多
い
。
そ
し
て
、
長
老
派
出
身
の
入
学
生
の
推
薦
書
を
北
長
老
教
会
と
南
長
老
教
会

の
宣
教
師
も
書
い
て
い
る
が
、
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
日
本
に
駐
在
し
て
い
た
宣
教
師
と
し
て
は
、
唯
一
女

子
学
生
の
車
閏
福
を
推
薦
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
（M

. W
hitehead

、
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
神
学
部
長
）
が
関
連

学
校
に
進
学
す
る
卒
業
生
の
推
薦
書
を
書
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
日
本
人
の
教
会
牧
会
者
た
ち
に
よ
る
推
薦
も
相

当
数
あ
る
が
、
特
に
宣
教
師
た
ち
が
帰
国
し
た
一
九
四
〇
年
代
に
入
り
、
入
学
生
の
推
薦
は
殆
ど
日
本
の
牧
会
者

た
ち
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
日
本
の
牧
師
た
ち
に
よ
る
推
薦
は
、
身
元
保
証
の
性
格
も
含
む
も
の

で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
に
朝
鮮
の
留
学
生
た
ち
の
推
薦
を
数
回
行
っ
て
い
る
兵
庫
県
の
松
本
益
吉
牧
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師
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
日
韓
併
合
直
後
で
あ
る
一
九
一
〇
年
代
前
半
に
は
、
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
朝
鮮
留
学

生
の
監
督
（
嘱
託
）
李
晩
奎
と
旧
韓
国
政
府
で
官
僚
を
歴
任
し
併
合
直
後
に
、日
本
政
府
か
ら
子
爵
の
位
を
授
か
っ

た
趙
重
鷹
は
、
本
人
は
キ
リ
ス
ト
者
で
は
な
か
っ
た
が
関
西
学
院
入
学
生
た
ち
の
身
元
保
証
を
引
き
受
け
て
い
た

こ
と
か
ら
、
初
期
関
西
学
院
へ
の
入
学
が
政
府
次
元
の
保
証
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か

し
、
こ
の
こ
と
は
関
西
学
院
だ
け
で
な
く
、
当
時
、
日
本
に
留
学
を
志
し
た
朝
鮮
の
学
生
一
般
に
要
求
さ
れ
た
条

件
で
あ
っ
た
。

（８）　

最
終
卒
業
学
校
〔
表
９
〕
最
終
卒
業
学
校
別
朝
鮮
人
学
生
（
39
頁
）

　

高
等
普
通
学
校
（
後
に
中
学
校
）
卒
業
生
が
最
も
多
く
、商
業
学
校
と
聖
書
学
院
（
高
等
聖
書
学
校
）
卒
業
生
、

大
学
（
専
門
学
校
）
の
卒
業
生
も
多
数
含
ま
れ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
、
朝
鮮
の
神
学
校
（
多
数
が
監

理
会
神
学
校
）
を
卒
業
し
た
多
く
の
学
生
た
ち
が
関
西
学
院
神
学
部
本
科
を
志
願
し
た
。
一
九
四
〇
年
に
監
理
会

神
学
校
が
総
督
府
と
「
革
新
教
団
」
の
教
育
政
策
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
る
と
、
関
西
学
院
に
移
り
神
学
修
行
を
続
け

た
ケ
ー
ス
（
金
相
稷
、
沈
載
哲
）
も
あ
っ
た
。
理
由
は
確
か
で
は
な
い
が
、
日
本
に
渡
り
京
都
の
同
志
社
大
学
と

立
命
館
大
学
に
通
っ
て
い
た
も
の
の
、
両
大
学
を
退
学
し
た
後
、
関
西
学
院
に
入
学
し
た
ケ
ー
ス
（
李
秋
民
）
に

は
疑
問
が
残
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
〇
年
代
の
入
学
生
た
ち
は
、
朝
鮮
か
ら
す
ぐ
渡
日
し
て
留
学
す
る
よ
り
は
、

日
本
で
学
び
、
職
場
生
活
を
送
っ
て
か
ら
関
西
学
院
に
入
学
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（９）　

身
分
及
び
職
業
〔
表
10
〕
身
分
及
び
職
業
別
朝
鮮
人
学
生
（
39
頁
）

　

関
西
学
院
入
学
前
の
身
分
と
し
て
は
、
高
等
普
通
学
校
や
神
学
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
入
学
し
た
学
生
が
最
も
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多
い
。
次
い
で
、
朝
鮮
で
高
等
普
通
学
校
を
卒
業
し
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
勤
め
た
後
、
神
学
を
勉
強
す
る

た
め
入
学
し
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
系
の
機
関
と
一
般
社
会
機
関
で
勤
め
て
い
た
脱
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
も
い
る
。
朝
鮮
で
神
学
校
を
卒
業
し
牧
会
に
励
ん
で
い
た
牧
師
や
伝
道
師
も
い
た
が
、
最
高
齢
入
学
者
の
李
浩

彬
牧
師
は
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト
（
監
理
教
）
神
学
校
を
卒
業
し
メ
ソ
ヂ
ス
ト
（
監
理
教
）
教
会
で
牧
師
按
手
を
受
け
た

後
、
一
九
三
三
年
李
龍
道
牧
師
と
共
に
イ
エ
ス
教
会
を
創
立
、
教
団
の
責
任
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た
中
堅
の
牧

会
者
で
あ
っ
た
。

三
、
朝
鮮
人
学
生
の
信
仰
と
関
西
学
院
入
学
の
動
機

（１）　

一
九
二
〇
年
代―

　

高
在
鳳 

宋
昌
松 
鄭
達
元 

張
基
洙

　

一
九
二
一
年
に
入
学
し
た
高
在
鳳
は
、
幼
い
時
か
ら
母
親
と
共
に
教
会
に
出
席
し
て
い
た
。
形
式
的
な
信
仰
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
九
年
三
月
一
日
の
独
立
運
動
を
経
験
し
て
か
ら
人
の
魂
と
心
へ
の

関
心
が
高
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、「
宇
宙
万
物
が
神
の
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
人

も
ま
た
特
別
な
目
的
で
創
造
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
」。
熱
心
に
信
仰
生
活
を
し
て
い
た
あ
る
日
、
朝
早
く
祈

る
た
め
に
山
に
登
り
山
頂
で
朝
の
景
色
を
目
に
し
、
忙
し
く
行
き
来
し
て
い
る
人
々
を
見
た
。
彼
は
、「
そ
の
悪

い
霊
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
兄
弟
を
助
け
る
た
め
に
努
め
る
人
が
ど
れ
ぐ
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
自
答
し
な
が

ら
、
利
己
的
な
生
涯
を
生
き
る
よ
り
は
、「
腐
敗
す
る
世
の
中
を
変
え
る
意
志
が
あ
る
人
」
と
し
て
生
き
る
決
断

を
し
た
。
結
局
、
彼
は
、
①
堕
落
し
た
人
を
救
い
出
す
こ
と
が
預
言
者
の
義
務
で
あ
り
、
②
霊
的
生
活
を
生
き
る

こ
と
が
最
高
の
生
涯
で
あ
り
、
③
キ
リ
ス
ト
の
真
理
を
学
び
、
罪
に
落
ち
て
い
る
兄
弟
を
助
け
新
た
に
生
ま
れ
変
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わ
る
こ
の
世
に
天
国
を
創
る
こ
と
が
、「
私
た
ち
の
罪
の
た
め
に
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
で
血
潮
を
流
し
死
な
れ
た
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
に
答
え
る
道
」
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
伝
道
者
と
な
る
決
心
を
し
た
。

　

一
九
二
四
年
に
入
学
し
た
金
鐘
弼
は
、
儒
教
の
家
に
生
ま
れ
一
八
才
（
一
九
一
二
年
）
の
時
、
キ
リ
ス
ト
教

に
改
宗
し
て
「
主
の
血
潮
で
罪
の
赦
し
を
受
け
る
」
経
験
を
し
、「
主
の
真
理
を
悟
り
福
音
を
伝
え
よ
う
」
と
決

断
し
た
。
特
に
、｢
現
在
、
朝
鮮
社
会
は
物
質
文
明
が
貧
弱
で
あ
る
と
同
時
に
そ
の
魂
も
非
常
に
疲
弊
し
、
罪
悪

が
満
ち
た
暗
黒
の
雲
に
包
ま
れ
て
い
る｣

こ
と
を
嘆
き
、「
物
質
文
明
よ
り
は
ま
ず
、
朝
鮮
民
衆
の
魂
を
リ
バ
イ

バ
ル
し
、
罪
か
ら
救
う
魂
の
指
導
者
を
養
成
し
よ
う
と
決
心
し
た
」。
彼
は
こ
の
世
を
「
物
質
主
義
と
霊
的
主
義
」

と
の
戦
場
と
見
て
、「
イ
エ
ス
の
宗
教
は
人
の
中
に
あ
る
魂
が
神
と
接
し
、
感
化
を
受
け
る
と
ど
の
よ
う
な
山
を

も
越
え
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
心
も
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
不
朽
の
真
理
が
実
際
、
証
明
さ
れ
た
も
の
」
と

し
て
、
福
音
を
伝
え
る
べ
き
理
由
を
、
①
救
わ
れ
た
者
が
隣
人
を
救
お
う
と
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
、
②

恵
み
に
応
え
る
の
が
当
然
の
義
務
で
あ
る
、
③
伝
道
は
人
生
最
大
の
事
業
で
あ
る
た
め
、
④
伝
道
を
な
い
が
し
ろ

に
す
る
と
天
国
建
設
が
遅
れ
る
か
ら
、
⑤
魂
の
救
い
が
信
仰
に
よ
る
力
の
源
泉
で
あ
る
た
め
、
⑥
人
生
の
旗
で
あ

る
十
字
架
に
従
う
と
整
理
し
て
い
る
。

　

一
九
二
五
年
に
入
学
し
た
宋
昌
松
は
、
六
才
の
時
か
ら
親
と
共
に
信
仰
生
活
を
し
た
が
、
習
慣
的
・
惰
性
的
で

あ
っ
た
。
一
九
二
三
年
六
月
、
金
益
斗
牧
師
の
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
に
参
加
し
、「
自
分
の
罪
を
悔
い
改
め
生
涯
を

キ
リ
ス
ト
の
奴
隷
と
し
て
生
き
る
」
決
断
を
し
、
経
営
し
て
い
た
商
売
を
整
理
し
、
一
九
二
四
年
京
城
協
成
神
学

校
に
入
学
し
、
牧
師
に
な
る
準
備
を
し
た
。
彼
は
神
学
の
授
業
を
、「
実
に
一
期
一
会
の
一
大
変
動
で
あ
る
と
同
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時
に
、
神
が
下
さ
っ
た
一
新
啓
示
」
と
思
い
伝
道
に
励
ん
だ
。

　

一
九
二
七
年
に
入
学
し
た
鄭
達
元
は
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
鄭
奉
益
牧
師
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い
時
か
ら

信
仰
生
活
を
し
な
が
ら
「
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
を
深
く
感
じ
て
」
育
っ
た
。
父
親
の
後
を
継
い
で
牧
師
に
な
ろ
う
と

志
し
た
理
由
を
、
①
信
の
意
義
を
持
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
真
の
命
を
あ
ら
わ
す
た
め
、
②
生
き
る
に
も
死
ぬ
に
も
キ

リ
ス
ト
に
つ
い
て
語
り
、
キ
リ
ス
ト
の
た
め
に
働
く
こ
と
で
キ
リ
ス
ト
が
残
さ
れ
た
御
業
を
成
就
す
る
た
め
、
③

退
歩
常
態
に
処
し
た
朝
鮮
の
キ
リ
ス
ト
界
を
変
え
現
代
の
病
的
な
社
会
を
キ
リ
ス
ト
に
導
く
こ
と
で
、
宗
教
の
時

代
を
再
び
到
来
さ
せ
る
た
め
、
④
羊
飼
い
が
い
な
い
羊
の
よ
う
に
さ
ま
よ
う
、
つ
ま
り
罪
の
波
に
お
ぼ
れ
滅
び
行

く
中
で
も
、
神
の
恵
み
を
忘
れ
遠
ざ
か
っ
て
い
る
全
世
界
の
人
々
の
魂
を
救
う
た
め
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

　

一
九
二
九
年
に
入
学
し
て
い
る
張
基
洙
も
、
や
は
り
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
張
竹
変
の
長
男
で
、
牧
師
に
な
る
と
決

断
し
た
理
由
を
、
次
の
三
つ
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
①
国
の
衰
退
は
民
の
道
徳
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
前

置
き
し
て
か
ら
、「
現
代
社
会
は
物
質
文
明
が
極
度
に
発
達
し
て
い
る
が
、
道
徳
的
に
は
腐
敗
し
た
時
代
で
あ
る
」

と
定
義
し
、「
道
徳
が
腐
敗
し
た
時
代
に
人
類
が
健
全
な
道
徳
性
を
養
う
た
め
に
は
宗
教
に
よ
る
他
な
い
。
宗
教

家
に
な
り
健
全
な
道
徳
性
を
養
成
し
天
国
を
こ
の
世
に
建
設
す
る
た
め
」、
②
牧
師
の
家
庭
に
生
ま
れ
、「
幼
い
時

か
ら
宗
教
教
育
を
受
け
た
こ
と
」、
③
キ
リ
ス
ト
が
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
、「
人
類
の
本
当
の
生
は
こ
の
世
に
あ
る

も
の
で
は
な
く
、
あ
の
世
、
す
な
わ
ち
神
の
国
で
永
遠
に
生
き
る
こ
と
で
あ
る
」
と
考
え
、「
自
分
一
人
だ
け
救

わ
れ
る
こ
と
に
満
足
せ
ず
、
自
分
の
同
胞
に
も
こ
の
真
理
を
伝
え
、
そ
の
魂
を
救
う
こ
と
で
共
に
宇
宙
の
人
類
全

体
に
宣
べ
伝
え
永
遠
に
生
き
る
国
に
入
る
こ
と
が
」
伝
道
の
動
機
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
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以
上
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
学
し
た
学
生
た
ち
の
信
仰
と
伝
道
の
動
機
を
総
合
的
に
整
理
す
る
と
、
①
多
く
の

入
学
生
た
ち
は
キ
リ
ス
ト
者
も
し
く
は
牧
師
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
幼
い
時
か
ら
信
仰
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
②
は

じ
め
は
形
式
的
で
習
慣
的
な
信
仰
生
活
の
中
で
、
あ
る
契
機
を
通
し
て
人
生
と
宗
教
に
つ
い
て
深
く
省
察
し
、
キ

リ
ス
ト
教
信
仰
に
帰
依
す
る
こ
と
が
最
も
尊
い
生
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
③
自
分
が
悟
っ
た
真
理
を
他
人
（
同
胞

と
人
類
）
に
伝
え
る
と
い
う
信
仰
的
な
義
務
感
と
、
④
道
徳
的
に
堕
落
し
た
現
代
社
会
を
救
う
唯
一
の
道
で
あ
る

宗
教
的
な
感
化
を
追
及
し
、
地
上
に
天
国
を
建
設
す
る
た
め
に
、
自
分
の
生
涯
を
神
学
と
牧
会
に
捧
げ
る
決
断
を

し
た
。
霊
的
な
個
人
の
救
い
と
道
徳
的
な
社
会
の
救
い
の
調
和
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

（２）　

一
九
三
〇
年
代―

朴
泰
鎭 

李
昌
鎬 
趙
華
哲 

盧
義
善 

李
炳
燮 

邊
宗
浩 

金
永
雲 

韓
俊
明

　

一
九
三
〇
年
に
入
学
し
た
朴
泰
鎭
は
、
日
本
の
名
古
屋
享
楽
商
業
高
校
に
在
学
中
、
キ
リ
ス
ト
者
の
同
級
生
の

「
善
行
」
に
触
れ
て
改
宗
を
決
心
し
、
神
学
校
に
入
学
し
た
特
別
な
例
で
あ
っ
た
。
彼
は
元
山
出
身
で
、
幼
い
時

か
ら
教
会
に
通
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
信
仰
生
活
を
中
断
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
を
持
た
な
い
ま
ま
過
ご
し

た
。
日
本
に
留
学
し
一
九
二
九
年
四
月
、
学
友
寺
部
悦
次
が
下
宿
で
病
ん
で
い
る
朝
鮮
の
少
年
を
看
護
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。
少
年
は
豊
橋
の
工
場
に
勤
め
て
い
た
が
、
解
雇
さ
れ
、
行
く
と
こ
ろ
が
な
く
さ
ま
よ
っ
て
い
る

内
、
寺
部
の
下
宿
に
入
り
、
靴
を
盗
も
う
と
し
て
捕
ま
り
、
鞭
打
た
れ
て
い
た
の
を
、
寺
部
が
仲
裁
し
、
職
が
み

つ
か
る
ま
で
部
屋
に
泊
め
、
病
気
で
弱
っ
て
い
る
少
年
を
誠
実
に
看
護
し
て
い
た
の
だ
。
そ
れ
ま
で
朴
泰
鎭
は
、

教
師
に
誘
わ
れ
一
年
前
か
ら
教
会
に
再
び
通
い
出
し
て
は
い
た
も
の
の
、
依
然
、
信
仰
に
冷
淡
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
朝
鮮
の
少
年
に
対
し
、
国
境
と
民
族
、
階
級
を
超
え
、
互
い
に
助
け
合
い
、
真
の
平
和
を
建
設
で
き
る
「
キ

リ
ス
ト
の
超
越
的
な
愛
」
を
実
践
す
る
寺
部
の
姿
に
接
し
、
恥
か
し
さ
と
責
任
感
を
感
じ
、「
寺
部
の
手
を
握
り
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涙
を
流
し
祈
っ
て
、
自
分
が
病
気
の
少
年
を
引
き
取
る
こ
と
に
し
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
喜
び
を
感
じ
た
」。

こ
の
経
験
か
ら
、「
暗
き
人
生
が
明
る
く
な
り
、
自
分
の
幸
せ
よ
り
多
く
の
人
々
の
幸
せ
を
望
ん
で
人
類
に
奉
仕

し
よ
う
と
す
る
志
が
湧
き
、
友
人
や
親
の
反
対
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
け
る
神
、
実
践
的
な
愛
の
所
有
者
で
あ
る
キ

リ
ス
ト
の
福
音
を
、自
分
を
含
め
多
く
の
心
が
貧
し
い
人
、罪
に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
人
、精
神
が
腐
敗
し
た
人
々

に
宣
べ
伝
え
よ
う
と
す
る
堅
い
決
断
と
覚
悟
で
」
神
学
校
に
入
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
三
三
年
に
入
学
し
た
李
昌
鎬
は
、
京
城
刑
務
所
看
守
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
養
正
高
等
普
通
学
校
に
通

い
、
青
年
期
「
魂
の
平
安
」
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
内
、
一
九
三
〇
年
頃
、「
人
生
観
に
関
す
る
疑
問
を
あ
る
先

生
に
し
た
こ
と
か
ら
聖
書
を
学
ぶ
」
よ
う
に
な
っ
た
。
聖
書
を
読
ん
で
い
く
う
ち
に
、「
イ
エ
ス
が
三
三
年
間
の

犠
牲
の
実
を
結
ん
で
後
、
結
局
は
赤
い
血
潮
を
流
し
私
の
罪
を
清
く
流
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
」、
永
遠
の
命
を

下
さ
っ
た
こ
と
を
悟
り
、「
本
当
の
平
安
を
得
た
彼
は
、自
分
の
命
も
神
に
捧
げ
て
」イ
エ
ス
の
志
を
受
け
継
ぎ
、「
こ

の
喜
び
の
福
音
の
知
ら
せ
を
伝
え
、
世
俗
の
罪
で
悩
む
魂
に
イ
エ
ス
を
紹
介
す
る
こ
と
」
を
決
心
し
た
。
こ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
神
学
校
入
学
を
志
願
し
た
が
、「
極
度
に
疲
れ
、
衰
退
し
た
同
胞
の
魂
を
救
う
た
め
重
い
荷
を
背

負
い
な
さ
い
、
と
い
う
神
の
声
を
聞
き
、
安
全
な
道
を
離
れ
、
犠
牲
の
道
を
行
く
こ
と
」
を
決
め
た
。

　

一
九
三
四
年
に
入
学
し
た
趙
華
哲
は
、
平
南
順
川
の
未
信
者
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
で

あ
る
満
州
龍
井
の
恩
真
中
学
校
に
在
学
中
、
新
生
の
経
験
を
し
、
一
九
二
九
年
に
受
洗
し
た
。
一
九
三
一
年
、
中

学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
故
郷
の
小
学
校
の
教
師
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ま
で
強
く
望
ん
で
い
な
が
ら
進
学
で
き
な

い
自
分
の
状
況
に
悩
み
、
不
安
、
誘
惑
、
絶
望
の
深
い
沼
に
陥
り
、
最
後
に
は
生
ま
れ
た
こ
と
す
ら
呪
い
、
自
殺
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ま
で
試
み
た
。
し
か
し
、「
危
機
一
髪
の
瞬
間
に
、
愛
の
神
が
罪
多
い
私
を
見
捨
て
な
い
で
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福

音
書
一
一
：
二
八
の
御
言
葉
に
よ
っ
て
魂
を
動
か
し
て
」
下
さ
っ
た
。「
キ
リ
ス
ト
の
寄
り
所
と
し
て
」
祈
る
よ

う
に
な
っ
た
。
す
る
と
、「
聖
霊
の
火
が
降
り
て
き
て
罪
で
死
ん
で
い
た
命
が
蘇
り
、
光
と
平
和
、
満
足
、
感
謝

が
心
に
満
ち
、
人
生
観
と
社
会
観
が
一
変
し
、
新
天
新
地
が
開
く
」
体
験
を
し
た
。
こ
の
体
験
後
、「
復
活
の
主
、

命
の
救
い
主
、
唯
一
の
真
理
の
道
で
あ
り
、
愛
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
そ
の
福
音
を
人
々
に
伝
え
ず
に
は
い
ら

れ
な
く
な
り
」
伝
道
者
の
道
を
選
ん
だ
。
彼
は
、「
キ
リ
ス
ト
を
受
け
入
れ
た
社
会
、国
家
、世
界
が
天
国
で
あ
り
、

そ
の
以
外
に
は
自
由
も
、
幸
福
も
、
真
理
も
あ
り
得
な
い
と
思
う
」
よ
う
に
な
っ
た
。「
十
字
架
に
掛
け
ら
れ
た

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
以
外
に
は
何
も
認
め
な
い
で
、
そ
の
福
音
を
伝
え
る
事
に
全
生
涯
を
犠
牲
の
捧
げ
物
と
し
て

捧
げ
る
こ
と
」
を
決
心
し
た
。

　

一
九
三
五
年
の
入
学
生
盧
義
善
は
、
平
北
鐵
山
の
未
信
者
家
庭
に
生
ま
れ
、
幼
い
時
、「
こ
の
世
の
万
事
が
心

に
傷
だ
け
を
与
え
、
魂
は
暗
い
闇
に
陥
り
、
死
よ
り
苦
し
い
苦
痛
と
煩
悩
の
罪
悪
か
ら
救
わ
れ
、
聖
な
る
愛
の
世

界
に
導
か
れ
神
の
子
と
な
る
栄
光
を
得
、
天
の
神
を
『
ア
バ
、
父
よ
』
と
呼
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。
日
々
御
言

葉
を
与
え
ら
れ
、
ソ
ウ
ル
中
央
基
督
教
青
年
会
学
館
英
語
科
に
入
り
三
年
間
修
学
し
た
後
、「
滅
び
行
く
こ
の
世

に
出
て
行
き
、
過
去
の
自
分
の
よ
う
に
罪
に
苦
し
む
人
々
に
神
の
愛
、
キ
リ
ス
ト
の
生
命
の
福
音
を
伝
え
る
た
め
」

神
学
の
道
を
選
ん
だ
。

　

一
九
三
七
年
に
入
学
し
た
金
永
雲
は
幼
い
頃
、
一
時
友
人
と
共
に
教
会
学
校
に
通
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
本

格
的
な
信
仰
生
活
は
し
な
か
っ
た
。
海
州
公
立
高
等
女
学
校
に
在
学
中
、「
人
生
に
対
す
る
疑
惑
と
倦
怠
」
で
厭
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世
主
義
に
陥
っ
た
が
、「
も
し
、こ
の
宇
宙
に
神
が
存
在
す
る
な
ら
こ
の
疑
惑
を
解
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
思
い
、

「
あ
る
日
曜
の
夜
、
集
会
に
出
席
し
歌
っ
た
讃
美
歌
の
歌
詞
に
神
に
招
か
れ
て
い
る
確
信
を
持
っ
た
。
そ
の
時
か

ら
教
会
に
通
う
こ
と
、
祈
る
こ
と
、
賛
美
と
説
教
が
魂
の
糧
で
あ
る
こ
と
を
知
り
喜
び
を
感
じ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
喜
び
と
満
足
を
得
て
い
な
い
人
々
に
福
音
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
」。

　

高
等
女
学
校
を
卒
業
し
た
一
九
三
二
年
、
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
海
州
教
会
で
受
洗
し
、「
神
学
を
学
び
、
こ
の
尊

い
御
業
の
た
め
生
涯
を
捧
げ
る
」
決
心
を
し
た
。
し
か
し
、
家
庭
の
経
済
的
な
事
情
に
よ
り
金
融
機
関
に
就
職
し

た
。「
日
曜
日
は
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
海
州
教
会
の
教
会
学
校
で
奉
仕
し
、
平
日
の
六
日
間
は
肉
の
糧
の
た
め
、
そ

れ
も
他
人
の
た
め
で
な
く
自
分
の
給
料
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
苦
し
ん
だ
」。
結
局
、
殷
栗
公
立
普
通
学
校
の
教

師
と
な
り
、「
担
任
し
て
い
た
七
〇
人
の
子
供
が
真
の
人
間
に
な
る
よ
う
祈
り
な
が
ら
教
え
、
日
曜
日
は
教
会
学

校
の
生
徒
た
ち
に
直
接
、
神
の
御
言
葉
を
伝
え
喜
び
と
使
命
感
を
感
じ
た
」。

　

学
生
た
ち
の
家
庭
を
訪
問
し
伝
道
し
な
が
ら
、
無
牧
の
田
舎
の
教
会
で
礼
拝
を
導
く
経
験
も
し
た
。
農
閑
期
に

は
農
村
に
出
て
夜
学
で
ハ
ン
グ
ル
と
聖
書
を
教
え
、
教
会
を
平
壤
イ
エ
ス
教
会
に
移
し
李
浩
彬
牧
師
の
指
導
を
受

け
た
。
学
校
と
教
会
の
激
務
で
健
康
を
損
な
い
、
医
師
の
休
養
を
薦
め
る
言
葉
に
、「
休
養
す
る
お
金
で
神
学
勉

強
を
す
る
」
こ
と
を
決
心
し
、
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
り
、「
神
学
を
学
ぶ
ま
で
は
決
し
て
死
な
ず
に
、
完
全
に

健
康
を
回
復
す
る
」
と
い
う
確
信
を
持
っ
て
、
関
西
学
院
神
学
部
に
入
学
し
た
。

　

一
九
三
七
年
に
入
学
し
た
厳
堯
變
は
、
文
川
長
老
教
会
の
厳
致
相
牧
師
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
幼
い
頃
か
ら

キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
教
育
を
受
け
て
育
ち
、「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
事
業
を
志
し
、
延
禧
専
門
学
校
文
科
に
入
学
し

た
も
の
の
、
修
学
中
に
考
え
を
変
え
た
。
事
業
家
は
キ
リ
ス
ト
教
真
理
の
中
に
生
き
る
よ
り
は
事
業
中
心
に
生
き
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る
の
で
、生
活
上
の
矛
盾
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
キ
リ
ス
ト
者
は
先
ず
伝
道
す
る
の
が
使
命
で
あ
る
」

と
思
い
、「
命
が
尊
い
こ
と
と
、
命
の
た
め
の
事
業
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
」
を
悟
り
、「
罪
人
と
し
て
神
の
前
に
膝

ま
ず
き
、
主
の
者
と
な
る
こ
と
を
決
心
し
」、
神
学
校
を
志
願
し
た
。

　

一
九
三
七
年
入
学
の
李
炳
變
は
、
黄
海
道
の
キ
リ
ス
ト
教
の
家
庭
に
生
ま
れ
、
幼
児
洗
礼
を
受
け
た
。
は
じ
め

は「
法
律
家
と
し
て
立
身
出
世
す
る
希
望
を
持
っ
て
い
た
が
」、ソ
ウ
ル
長
老
教
会
系
列
の
儆
新
中
学
に
通
う
内
に
、

「
法
律
よ
り
宗
教
や
哲
学
問
題
に
大
き
な
興
味
を
持
つ
と
同
時
に
、
聖
書
や
宗
教
関
係
の
本
を
楽
し
む
よ
う
に
な

り
、
神
と
キ
リ
ス
ト
に
近
づ
き
、
そ
の
真
理
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
宣
教
師
と
教
会
の
信
徒
か
ら
神
学
の
道
を

薦
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
法
律
か
神
学
か
の
進
路
問
題
で
迷
う
よ
う
に
な
っ
た
」。

　

あ
る
日
、「
暗
闇
か
ら
イ
エ
ス
が
悪
魔
に
試
さ
れ
た
際
、
人
が
パ
ン
の
み
に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
神
の
口
か

ら
出
る
御
言
葉
に
よ
っ
て
生
き
る
」
と
い
う
言
葉
と
、「
先
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
な
さ
い
。
収
穫
す
る

も
の
は
多
い
が
働
き
人
が
少
な
い
」
と
の
御
言
葉
か
ら
勇
気
づ
け
ら
れ
、
ま
ず
、
実
践
す
べ
き
成
就
さ
れ
る
べ
き

も
の
は
神
の
国
運
動
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。「
主
に
跪
き
、
す
べ
て
の
罪
を
悔
い
改
め
、
こ
れ
ま
で
持
っ
て

い
た
欲
望
も
計
画
も
投
げ
捨
て
、
主
が
与
え
ら
れ
る
限
り
な
い
恵
み
を
受
け
、
主
に
服
従
す
る
こ
と
を
」
決
心
し

た
。
そ
の
結
果
、「
罪
の
激
し
い
波
に
揺
れ
動
く
多
く
の
人
々
に
イ
エ
ス
の
福
音
を
宣
べ
伝
え
、
失
わ
れ
た
羊
を

神
に
導
く
こ
と
を
使
命
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
」、
神
学
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
三
七
年
入
学
の
辺
宗
浩
は
、
平
北
宣
川
の
初
代
キ
リ
ス
ト
者
（
辺
達
聖
）
の
息
子
と
し
て
生
ま
れ
、
信
仰

生
活
を
し
た
。
神
学
を
目
指
し
た
動
機
と
し
て
次
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
①
親
は
一
一
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
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が
、
牧
師
を
志
願
す
る
者
が
一
人
も
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
、「
七
〇
才
の
白
髪
の
親
が
、『
私
の
信
仰
が
足
り
な

い
の
か
、
私
た
ち
の
子
供
を
神
に
捧
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
』
と
嘆
く
こ
と
に
感
動
し
、
涙
を
流
し
て
牧
師

に
な
る
こ
と
」
を
決
心
し
た
。
②
生
ま
れ
た
時
か
ら
虚
弱
体
質
で
、
二
五
才
ま
で
多
く
の
病
気
と
戦
い
孤
独
を
嘆

く
う
ち
に
、「
生
と
死
を
通
し
て
人
生
を
つ
か
さ
ど
る
神
の
恵
み
を
体
験
し
、
奇
跡
的
に
健
康
を
取
り
戻
し
（
李

龍
道
牧
師
の
リ
バ
イ
バ
ル
集
会
に
参
席
し
、
治
癒
の
恵
み
を
体
験
し
た
）、
二
九
才
か
ら
再
び
修
学
し
、
五
年
間

専
門
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
に
」
感
謝
感
激
し
、「
言
い
あ
ら
わ
せ
な
い
神
の
力
、
そ
し
て
そ
の
恵
み
を
こ
の
世
に

知
ら
せ
、人
々
に
宣
べ
伝
え
る
こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
確
信
し
」、伝
道
者
の
道
を
歩
む
こ
と
を
決
め
た
。
③
特
に
、

「
朝
鮮
の
教
会
は
日
々
衰
弱
し
、紛
争
が
多
く
な
り
リ
バ
イ
バ
ル
し
善
導
す
る
必
要
が
あ
る
」と
感
じ
て
い
た
最
中
、

「
朝
鮮
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に
は
キ
リ
ス
ト
教
関
係
書
籍
と
文
学
書
が
少
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
の
こ
と
に
特

別
な
関
心
を
持
っ
て
、
文
書
宣
教
の
夢
を
広
げ
る
た
め
神
学
校
を
志
望
し
た
」。（
彼
は
既
に
延
禧
専
門
学
校
在
学

中
に
出
版
社
「
心
友
園
」
を
設
立
し
、『
李
龍
道
牧
師
書
簡
集
』、『
李
龍
道
牧
師
日
記
』
な
ど
を
出
版
し
て
い
る
）。

　

以
上
、
一
九
三
〇
年
代
の
入
学
生
た
ち
の
信
仰
と
入
学
動
機
を
考
察
し
た
が
、
総
合
的
に
ま
と
め
る
と
、
①
牧

師
も
し
く
は
キ
リ
ス
ト
者
家
庭
に
生
ま
れ
、
幼
い
時
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
生
活
を
送
り
、
青
少
年
期
に
将
来
の

職
業
に
つ
い
て
悩
ん
だ
末
、聖
書
研
究
も
し
く
は
祈
る
う
ち
に
、「
神
の
意
志
」
を
悟
り
、神
学
校
を
志
願
し
た
ケ
ー

ス
、
②
や
は
り
、
青
少
年
期
に
肉
体
的
・
病
的
あ
る
い
は
、
魂
と
肉
の
平
安
を
得
る
宗
教
体
験
を
し
た
後
、
福
音

伝
道
を
自
分
の
使
命
と
し
て
認
識
し
た
ケ
ー
ス
、③
キ
リ
ス
ト
教
的
な
環
境
に
生
ま
れ
、信
仰
的
な
雰
囲
気
で
育
っ

た
者
た
ち
が
、
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
朝
鮮
教
会
の
世
俗
的
・
物
質
的
で
霊
的
に
衰
退
し
た
現
実
を
直
視
し
、

失
望
・
苦
悩
し
た
末
、「
霊
的
覚
醒
」
と
「
信
仰
更
新
」
を
通
し
て
朝
鮮
教
会
を
リ
バ
イ
バ
ル
し
よ
う
と
す
る
宗
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教
的
責
任
感
を
抱
い
て
入
学
し
た
ケ
ー
ス
、
④
は
じ
め
は
一
般
的
な
学
問
の
た
め
渡
日
し
た
が
、
日
本
で
福
音
に

出
会
い
、
日
本
も
し
く
は
朝
鮮
の
教
会
に
出
席
す
る
中
で
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
信
仰
生
活
、
も
し
く
は
聖
書

と
礼
拝
を
通
し
て
宗
教
的
な
感
化
を
受
け
進
路
を
変
え
伝
道
者
に
な
る
決
心
を
し
た
ケ
ー
ス
が
主
で
あ
っ
た
。　

　

ま
た
、
既
成
教
会
か
ら
は
「
異
端
」
審
問
を
受
け
て
い
た
李
龍
道
牧
師
と
李
浩
彬
牧
師
の
イ
エ
ス
教
会
伝
道
者

と
信
徒
た
ち
の
「
集
団
的
入
学
」
も
、
一
九
三
〇
年
代
の
入
学
生
の
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
っ
た
。

（３）　

一
九
四
〇
年
代―
車
閏
福 

星
村
徹
男 

文
村
基
成

　

一
九
四
〇
年
に
入
学
し
た
女
子
学
生
の
車
閏
福
は
、
平
南
粛
川
で
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
時
、
長
老
教
会
で
受

洗
し
、
京
城
女
子
商
業
学
校
を
経
て
一
九
三
六
年
に
満
州
龍
井
光
明
学
校
師
範
科
を
卒
業
し
、
日
本
に
留
学
。
大

阪
の
日
本
メ
ソ
ヂ
ス
ト
東
部
教
会
に
出
席
し
な
が
ら
、
メ
ソ
ヂ
ス
ト
系
列
の
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
神
学
部
を
卒
業
し

た
直
後
、
関
西
学
院
神
学
部
に
進
学
し
た
。
彼
女
は
神
学
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
動
機
を
、「
神
の
尊
い
恵
み
、

十
字
架
の
血
潮
に
よ
り
完
全
な
救
い
を
受
け
、
清
め
ら
れ
た
」
体
験
を
し
て
、「
全
生
涯
を
神
に
捧
げ
る
こ
と
を
」

決
心
し
、「
こ
の
喜
び
の
救
い
を
隣
人
に
分
け
与
え
た
い
感
激
と
感
動
を
覚
え
た
。
そ
し
て
、
御
旨
に
従
い
、
最

後
ま
で
神
の
国
建
設
の
た
め
福
音
の
良
き
伝
道
者
と
し
て
献
身
す
る
こ
と
を
喜
び
と
光
栄
と
思
い
」、
こ
れ
こ
そ

「
私
を
救
っ
て
下
さ
っ
た
恵
み
に
少
し
で
も
報
い
る
道
」
と
告
白
し
て
い
る
。

　

一
九
四
三
年
入
学
の
文
村
（
文
）
基
成
は
、済
州
道
の
キ
リ
ス
ト
者
の
家
庭
に
生
ま
れ
、「
中
学
四
年
の
時
、『
暗

黒
の
ア
フ
リ
カ
伝
道
者
リ
ビ
ン
ス
ト
ン
伝
』、
賀
川
豊
彦
の
『
死
線
を
越
え
て
』
を
読
み
、
微
力
で
あ
る
が
殉
教

者
の
後
に
続
き
、
伝
道
の
業
に
生
涯
を
捧
げ
る
」
決
心
を
し
た
。
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「
だ
か
ら
、
あ
な
た
が
た
は
行
っ
て
、
す
べ
て
の
民
を
私
の
弟
子
に
し
な
さ
い
。
彼
ら
に
父
と
子
と
聖
霊
の
名

に
よ
っ
て
洗
礼
を
授
け
、
あ
な
た
が
た
に
命
じ
て
お
い
た
こ
と
を
す
べ
て
守
る
よ
う
に
教
え
な
さ
い
。
私
は
世
の

終
わ
り
ま
で
、
い
つ
も
あ
な
た
が
た
と
共
に
い
る
」（
マ
タ
イ
二
八
：
一
九―

二
〇
）、「
人
は
皆
、
草
の
よ
う
で
、

そ
の
華
や
か
さ
は
す
べ
て
、
草
の
花
の
よ
う
だ
。
草
は
枯
れ
、
花
は
散
る
。
し
か
し
、
主
の
言
葉
は
永
遠
に
変
わ

る
こ
と
が
な
い
。（
一
ペ
テ
ロ
一
：
二
四―

二
五
）」
と
い
う
聖
書
の
御
言
葉
を
読
み
、「
一
生
を
神
に
捧
げ
伝
道

者
と
な
る
決
心
を
」
し
た
。「
教
会
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
今
日
、
依
然
と
し
て
真
理
の
前
に
忠
実
で
あ
る
べ
き

で
あ
り
、
人
類
は
キ
リ
ス
ト
に
よ
ら
な
い
で
は
救
い
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
世
界
を
キ
リ
ス
ト
化

す
る
こ
と
が
神
の
国
建
設
で
あ
る
こ
と
を
」
強
調
し
て
い
る
。

　

一
九
四
三
年
に
入
学
し
た
星
村
（
李
）
徹
男
は
、
漆
谷
生
ま
れ
で
、
一
九
二
九
年
渡
日
し
、
布
施
の
日
新
商
業

学
校
に
通
い
、「
心
の
煩
悩
で
苦
悩
し
て
い
た
最
中
、
姉
の
伝
道
で
教
会
に
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
徹
底
的

で
は
な
か
っ
た
」。
し
か
し
、
一
年
後
、「
イ
エ
ス
が
本
当
に
私
の
た
め
十
字
架
に
掛
け
ら
れ
、
私
の
よ
う
に
罪
多

い
多
く
の
人
々
の
た
め
に
死
な
れ
た
こ
と
を
悟
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
主
を
思
う
と
内
臓
が
張
り
裂
け

そ
う
な
感
じ
」
を
受
け
た
。「
神
学
を
勉
強
し
、
主
の
た
め
そ
の
苦
痛
の
一
片
で
も
担
う
」
決
心
を
し
た
。
毎
日

朝
早
く
四
時
半
に
教
会
で
祈
る
内
に
準
備
し
、
教
会
の
働
き
に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。
彼
が
関
西
学
院
に
入
学

し
た
頃
、
彼
の
同
年
代
の
青
年
の
多
く
が
「
皇
軍
戦
士
」
と
し
て
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
雰
囲

気
を
認
識
し
た
よ
う
に
彼
は
、「
大
東
亜
戦
争
勃
発
と
共
に
東
亜
諸
民
族
の
共
存
共
栄
の
幸
福
の
た
め
、
皇
軍
戦

士
は
多
く
の
犠
牲
を
払
い
、
海
で
、
陸
で
活
躍
し
、
命
を
か
け
奮
戦
し
て
い
る
中
で
、
私
だ
け
が
こ
こ
に
残
り
安

泰
に
過
ご
す
の
は
良
い
事
か
と
思
い
、
福
音
を
宣
べ
伝
え
る
こ
と
を
使
命
と
認
識
し
、
自
ら
重
大
な
伝
道
の
使
命
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を
痛
感
し
神
学
校
の
戸
を
叩
い
た
」、
と
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
、
一
九
四
〇
年
代
の
入
学
生
た
ち
の
信
仰
と
入
学
動
機
を
考
察
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
①
一
九
四
〇
年
代
の
入
学
生
は
朝
鮮
か
ら
渡
日
後
、
す
ぐ
に
関
西
学
院
に
入
学
す

る
よ
り
は
、
既
に
日
本
に
滞
在
し
て
い
て
中
・
高
学
校
、
商
業
学
校
に
通
い
、
人
生
の
進
路
に
つ
い
て
悩
ん
だ
末
、

牧
師
に
な
る
決
心
を
し
て
神
学
を
志
願
し
た
、
②
日
本
留
学
中
、
日
本
人
教
会
に
出
席
し
、
人
生
の
進
路
に
悩
ん

だ
末
、
聖
書
と
祈
り
を
通
し
て
牧
師
と
し
て
の
召
命
を
受
け
神
学
校
に
進
学
し
た
、
③
大
東
亜
戦
争
の
最
後
に
あ

た
る
一
九
四
〇
年
代
「
戦
時
体
制
下
」
に
信
仰
生
活
と
神
学
教
育
が
政
府
の
統
制
と
監
視
を
受
け
て
い
た
状
況
で
、

神
学
校
入
学
生
た
ち
の
信
仰
告
白
書
に
、「
聖
国
建
設
」、「
神
国
建
設
」、「
聖
戦
」
の
よ
う
な
〝
時
局
的
〞
表
現

が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
そ
の
内
容
か
ら
、同
年
輩
の
青
年
た
ち
が
出
兵
す
る
時
代
に
、宗
教
的
な
召
命
感
を
持
っ

て
神
学
校
に
進
学
す
る
実
存
的
な
苦
悩
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
神
学
校
に
入
学
す
る
朝
鮮
人
学
生

た
ち
の
苦
悩
は
、〝
政
治
的
〞
日
本
人
と
〝
民
族
的
〞
朝
鮮
人
の
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
も
の
で

も
あ
っ
た
。

四
、
結
論

　

こ
れ
ま
で
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
関
西
学
院
神
学
部
の
朝
鮮
人
入
学
関
係
書
類
を
検
討
し
な
が
ら
、
そ
の
特
徴

的
な
内
容
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
ず
、
入
学
書
類
を
検
討
し
た
結
果
、
朝
鮮
人
学
生
た
ち
の
入
学
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
修
学
能
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力
に
応
じ
て
本
科
、
別
科
、
予
科
、
聴
講
な
ど
多
様
な
課
程
に
入
学
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
入
学

原
書
に
添
付
さ
れ
た
多
様
な
文
書
の
中
で
、
推
薦
書
と
身
元
（
あ
る
い
は
財
政
）
保
証
の
書
類
が
重
要
な
部
分
を

占
め
て
い
た
が
、
推
薦
書
は
朝
鮮
と
日
本
の
宣
教
師
や
牧
師
、
神
学
校
の
教
授
な
ど
が
作
成
し
、
ま
た
関
西
学
院

卒
業
生
や
在
学
生
の
推
薦
も
重
く
作
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
関
西
学
院
が
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
系
列
で
あ
っ
た
た

め
、
朝
鮮
人
の
入
学
生
と
推
薦
者
は
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
出
身
者
が
多
か
っ
た
が
、
長
老
教
会
出
身
者
も
相
当
数
在

学
し
、
日
本
基
督
教
会
及
び
朝
鮮
の
既
成
教
会
か
ら
「
異
端
」
と
見
な
さ
れ
た
イ
エ
ス
教
朝
鮮
教
会
の
出
身
者
も

多
数
入
学
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
入
学
生
の
信
仰
告
白
で
あ
る
「
伝
道
動
機
明
細
書
」
を
分
析
し
た
結
果
、
時
代
別
に
若
干
の
差
は
あ
る

も
の
の
大
多
数
の
入
学
生
は
、
①
キ
リ
ス
ト
者
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
か
、
も
し
く
は
幼
い
頃
か
ら
信
仰
生
活
を
し

て
い
た
。
②
青
少
年
期
に
人
生
と
職
業
、
魂
と
将
来
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
た
。
③
宗
教
集
会
も
し
く
は
、
祈

祷
会
な
ど
を
通
し
て
、
悔
い
改
め
と
新
生
、
魂
の
救
い
と
平
安
を
体
験
し
な
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
真
理
を
発
見
し

た
。
④
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
真
理
を
未
だ
知
ら
な
い
同
胞
と
人
類
に
宣
べ
伝
え
る
こ
と
で
、
こ
の
世

に
神
の
国
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
が
神
の
意
志
で
あ
る
と
悟
っ
た
。
⑤
伝
道
と
牧
会
に
献
身
し
よ
う
と
す
る
目
的
で

神
学
校
に
志
願
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
以
後
、
入
学
し
た
者
の
中
に
は
、
以
前
の
よ
う
に
朝
鮮
で

学
業
を
終
え
す
ぐ
に
関
西
学
院
に
入
学
す
る
ケ
ー
ス
よ
り
は
、
日
本
で
信
仰
生
活
を
す
る
う
ち
に
神
学
を
目
指
し

た
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
、
朴
泰
鎭
の
場
合
の
よ
う
に
、
形
式
的
な
信
仰
生
活
を
送
る
う
ち
に
、
日
本

人
キ
リ
ス
ト
者
の
学
生
が
見
せ
た
「
超
越
的
な
愛
の
実
践
」
に
刺
激
を
受
け
、
真
実
の
信
仰
の
座
へ
と
導
か
れ
、

神
学
に
方
向
転
換
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
本
帝
国
時
代
の
植
民
統
治
下
に
あ
っ
た
朝
鮮
人
が
、
日
本
人
か
ら

受
け
た
「
超
越
的
な
」
愛
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
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入学年度

　1913

　1914

　1916

　1917

　1918

　1921

　1922

最終学 校・
　　経歴
五山中学  
馬山教会の
伝道師
五山中学・
啓光学校の
教師
培材学堂・
崇仁学校の
教師
東京
　正則英語
大東
　法律専門
平壤崇実中
・光成小学       
校の教師
開成韓英書院
（松都高等）
京城隆熙・
高麗病院の
職員
培材学堂高
等科・長湍
教会伝道師
開成
松都高普
松都高普・
光興の教師
培材高普・
中東学校教師
京城高普退学

基督教青年
会中学科
培材高普・

推薦人及び保証人

朱孔三、李晩奎

朱孔三、李晩奎

崔炳憲

朱孔三、李晩奎

W.G.Cram
趙重応
M.B.Stokes、劉敬相
韓寅洙、松本益吉

A.W.Wasson

松本益吉

松本益吉

梁柱三

W.F.Bull
金弼秀
H.D.Appenzeller

　氏　名

韓石濬（男）

金智煥（男）

韓錫源（男）

金義衛（男）

羅樞建（男）

金亨植（男）

李基淵（男）

禹相用（男）

金鐘萬（男）

金恪九（男）

金珍珪（男）

具滋元（男）

高在鳳（男）

金重愌（男）

金顕台（男）

志願学科

別科１年

別科１年

本科１年

本科１年

本科１年

本科１年

別科１年

別科１年

別科１年

別科１年

別科１年

別科１年

別科１年

別科１年

別科１年

出生地及び
出生年（年齢）
平南順安
1899年（24）
　
平北定州
1892年（21）

平南甑山
1894年（19）

平北龜城
1895年（19）
平北雲山
1896年（20）
江原鉄原
1891年（25）

黄海黄州
1893年（24）
京畿開成
1893年（25）

京畿江華
1892年（26）

江原杆城
1896年（22）
京畿長湍
1895年（23）
京城
1900年（21）
京城
1899年（22）
黄海谷山
1891年（31）
京畿江華

 所属教団

朝鮮長老会

朝鮮長老会

北監理会

朝鮮長老会

南監理会

南監理会

南監理会

南監理会

北監理会

南監理会

南監理会

南監理会

南監理会

朝鮮長老会

北監理会

〔表１〕入学年度別朝鮮人学生一覧
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関西学院神学部における朝鮮人学生入学関係書類の分析（1913-43）

　1924

　1925

　1928

　1929

興天女学校
の教師
松都高普

新光中学・
南監理会伝
道局
皮漁善聖書
学院・勝洞
教会の執事
熙川
公立普通
協成神学・
徳積合一学
校の教師
松都高普・
培英の教師
松都高普・
光明の教師

培材高普・
北鎮光東小
学校の教師

崇実
専門学校
延禧専門・
永信小学校
の校長
松都高普

平壤
光成高普
松都高普・
丘山校教師
松都高普・
丘山校教師

劉敬相

鄭春洙

梁柱三、申在善

李載声、J.S.Gale

劉斗煥

A.W.Wasson
J.V.Lacy
申洪植、金燦興

呉花英　
L.C.Brannon
C.M.Weems
劉斗煥
J.Z.Moore
F.K.Gamble
H.D.Appenzeller
E.J.O.Fraser

V.R.Turner
林斗華
W.E.Shaw
朴昌彬
李和春、李容政
張竹變
李和春、梁柱三

金鐘弼（男）

姜明錫（男）

宋昌根（男）

宋昌松（男）

鄭登雲（男）

柳会韶（男）

崔馬太（男）

鄭達元（男）

李泰俊（男）

玄垣国（男）

李龍九（男）

鄭達斌（男）

張期洙（男）

李炯在（男）

本科１年

本科１年

本科１年

別科１年

別科１年

本科１年

本科１年

本科２年

別科２年

別科 2年

本科１年

本科１年

本科１年

本科１年

1895年（27）

京畿開成
1895年（29）
慶南馬山
1900年（24）

咸北慶興
1899年（25）

平北熙川
1900年（25）
京畿江華
1901年（24）

黄海平山
1906年（19）
京畿開成
1903年（22）

平北寧辺
1905年（20）

平南平原
1889年（36）
咸北城津
1889年（36）

黄海金川
1909年（19）
平北寧辺
1909年（19）
平北龍川
1906年（23）
咸南定平
1906年（23）

南監理会

南監理会

北長老会

北監理会

北監理会

南監理会

南監理会

北監理会

朝鮮
長老会
朝鮮
長老会

南監理会

北監理会

南監理会

南監理会
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　1930

　1933

　1934

　1935

　1936

　1937

皮漁善
聖書学院・
｢基督申報
｣の記者
名古屋
享楽商業
大阪
北陽商業・
貿易会社員
中化中学・
会寧教会の
伝道師
養正高普

監理会神学

名古屋
東海商業・
明星学校の
教師
皮漁善
聖書学院
監理会神学

監理会神学
東大門教会
の伝道師
監理会神学
イエス教会
中央宣教院
の院監
海州公立高
等女学校・
殷栗一道公
立普通学校
の教師
儆新中学

R.A.Hardie
W.J.Anderson
朴容義

李寅渉

崔京学

朴兌桓
A.M.Ross

金鐘宇、金洙喆
E.M.Cable
A.B.Chaffin

梁柱三、裵享植

朴贊斌

B.W.Billings

B.W.Billings

趙華喆

李浩彬

咸台永、金鍵

金春培（男）

朴泰鎮（男）

林萬植（男）

金英珠（男）

李昌鎬（男）

洪顕 （男）

趙華哲（男）

慮義善（男）

朴子英（男）

韓世弘（男）

李浩彬（男）

金永雲（女）

李炳變（男）

別科１年

本科１年

本科１年

別科２年
 

予科１年
 
本科２年 
 

予科１年
 
本科２年

本科２年
 

本科聴講
 

予科１年
 

予科１年

京畿安城
1900年（29）

咸南元山
1909年（21）
慶北迎日
1906年（24）

咸北城津
1896年（34）

京畿高陽
1911年（22）
平壤
1912年（21）
平南順川
1911年（23）

平北鐵山
1911年（24）
平南順川
1909年（27）
平南江西
1911年（25）

平南江東
1898年（38）

黄海海州
1915年（22）

黄海長淵

朝鮮
長老会

在日
朝鮮教会
在日
朝鮮教会

朝鮮
長老会

朝鮮
監理会
朝鮮
監理会
朝鮮
監理会

朝鮮
長老会
朝鮮
監理会
朝鮮
監理会

イエス教会

イエス教会

朝鮮
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関西学院神学部における朝鮮人学生入学関係書類の分析（1913-43）

　1938

　1939

　1940

　1941

　1942

黄嶋山陽中学

咸興永生高普

恩真中学・
中央宣道院
の福音使
監理会神学
療養教会牧師
延禧専門

平壤
光成高普
培材高普
修了
監理会神学

監理会神学

監理会神学
白川邑教会
の牧師
松都高普

平壤
光成中学
大阪ランバス
女学院神学部
京阪
商業高校
監理教
神学修学
東京
青山学院
神学部修学
神戸中央

E.W.Koons
福原田郎
伊藤秀治、J.B.Cobb
B.W.Billings

李浩彬

B.W.Billings
S.Hall.
金洙喆

朱基徹、衛藤克己

李敬弼
吉田源冶郎
金鐘萬

金鐘萬

金鐘宇、卞鴻圭

金元圭、柳百熙

朴泰鎮

M.Whitehead
廣瀬ハマコ
全重煥

朴子英

渡辺善太

今村好太郎

李重夏（男）

厳堯變（男）

韓俊明（男）

金霊淳（男）

辺宗浩（男）
　
金耀信（男）

金千培（男）

張約翰（男）

金容練（男）

崔慶云（男）

池殷 （男）

金龍玉（男）

車閏福（女）

南幸一（男）

金光（金）
相稷   （男）
丹山（李）
順相　（男）

金山（金）

予科 1年

本科１年
 
本科１年

 
本科２年
 
予科１年
 
予科１年
 
選科１年
 
本科２年
 
本科２年
 
本科２年
 

予科１年
 
予科１年
 
本科２年
 
予科１年

予科１年

予科１年

本科１年

1917年（20）
忠南公州
1911年（26）
咸南文川
1916年（21）
咸南元山
1907年（30）

平南平原
1903年（34）
平北宣川
1904年（33）
平壤
1917年（21）
全南光州
1916年（22）
江原原川
1907年（31）
平南大同
1914年（24）
京畿開成
1907年（32）

平北定州
1916年（24）
平南江西
1922年（18）
平南平原
1914年（26）
慶北盈徳
1915年（26）
平南龍岡
1920年（22）
沙里院
1918年（24）

平南中和

長老会
日本
監理教会
朝鮮
長老会
イエス
教会

朝鮮　
監理会
朝鮮　
監理会
朝鮮　
長老会
朝鮮　
長老会
朝鮮　
監理会
朝鮮　
監理会
朝鮮　
監理会

朝鮮　
監理会
朝鮮　
監理会
朝鮮　
長老会
在日
朝鮮教会
朝鮮　
監理会
朝鮮　
長老会

朝鮮　
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　1943
神学校修了
京都
第一中学
京都立命館
大学専門部
法科退学
京都立命館
夜間中学
大阪府立
農芸学校
咸興永生中
学・大阪大
杉塾の教員
大阪興国
商業学校
施日新商業
大阪久保商
店職員
監理会神学
修了

安田忠吉

神山信一郎

井田健司

全家善人

岡原英夫

岡原英夫

森田殷九、石幸正

宇留賀政実

希栄　（男）
月城（李）  
圭二　（男）
富田（李）
秋民　（男）

廣田（李）
勝男　（男）
文村（文）
基成　（男）
安田（安）
貴垣　（男）

牧虎（李）
順鳳　（男）
星村（李）
徹男　（男）

沈載哲（男）

朴大善（男）

予科１年

本科聴講

予科１年

予科１年

予科１年

予科１年

予科１年

予科２年

1914年（28）
慶北大邱
1923年（20）
慶北大邱
1919年（24）

京畿廣州
1920年（23）
済州
1921年（22）
咸北慶興
1920年（23）

全南羅州
1917年（26）
慶北漆谷
1920年（23）

京城
1924年（19）

長老会
日本
基督教団
日本
基督教団

朝鮮　
長老会
朝鮮　
長老会
朝鮮　
長老会

在日
朝鮮教会
日本
基督教団

朝鮮　
監理会
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関西学院神学部における朝鮮人学生入学関係書類の分析（1913-43）

年度
1913
1914
1916
1917
1918
1921
1922
1924
1925
1928
1929
1930
1933
1934
1935
1936
1937
1938
1939
1940
1941
1942
1943

　　　　　　　　　　　　　入　　学　　生
韓石濬　金智煥　韓錫源
金義衛
羅樞建　金亨植
李基淵
禹相用　金鐘萬　金恪九　金珍珪
具滋元　高在鳳
金重愌　金顕台
金鐘弼　姜明錫　宋昌根
宋昌松　鄭登雲　柳会韶　崔馬太　鄭達元　李泰俊　玄垣国
李龍九　鄭達斌
張期洙　李炯在　金春培
朴泰鎮　林萬植　金英珠
李昌鎬　洪顕
趙華哲
慮義善
朴子英　韓世弘　李浩彬
金永雲　李炳變　李重夏　厳堯變　韓俊明　金霊淳　辺宗浩
金耀信　金千培　張約翰　金容練
崔慶云
池殷 　金龍玉　車閏福
南幸一
金光（金）相稷、丹山（李）順相、金山（金）希栄
月城（李）二、富田（李）秋民、廣田（李）勝男、文村（文）基成、
安田（安）貴垣、牧虎（李）順鳳、星村（李）徹男、沈載哲、朴大善

〔表２〕入学年度別朝鮮人学生氏名
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本科

別科

予科

選科
未詳

1年

2年

聴講
1年

2年
1年

2年
1年

　　　　　　　　　　        入　学　生
韓錫源　金義衡　羅樞建　金亨植　金鍾弼　姜明錫　宋昌根　
柳曾韶　崔馬太　李龍九　鄭達斌　張基洙　李炯在　朴泰鎭　
林萬植　嚴堯燮　韓俊明　金山 (金) 希榮
鄭達元　洪顯 　朴子英　韓世弘　金靈淳　張約翰　金容鍊　
崔慶云　車閏福
李浩彬　富田 (李) 秋民
韓石濬　金智煥　李基淵　禹相用　金鍾萬　金洛九　全珍珪　
具滋元　高在鳳　李重煥　金顯台　宋昌松　鄭登雲　金春培
李泰俊　玄垣國　金英珠
李昌鎬　盧義善　金永雲　李炳燮　李重夏　邊宗浩　金耀信　
池殷 　金龍玉　南幸一　金光 (金) 相稷　丹山 (李) 順相　
月城 (李) 圭二　廣田 ( 李 ) 勝雄　文村 (文) 基成　安田 (安) 貴恒　
牧虎 (李) 順鳳　星村 (李) 徹男
沈載哲
金千培
趙華哲

学　科

〔表３〕学科別朝鮮人学生

京　城
京　畿

江　原
忠　南
全　南
慶　南
慶　北
平　北

平　南

咸　北
咸　南
黄　海
済　州

　　　　　　　　　　       　入　　学　　生
具滋元　高在鳳　沈載哲
禹相用　金鍾萬　全珍珪　金顯台　金鍾弼　鄭登雲　崔馬太　金春培　
李昌鎬　崔慶云　廣田 (李) 勝雄
金亨植　金洛九　張約翰
李重夏
金千培　牧虎 (李) 順鳳
姜明錫
林萬植　南幸一　月城 (李) 圭二　富田 (李) 秋民　星村 (李) 徹男
金智煥　金義衡　羅樞建　宋昌松　鄭達元　鄭達斌　張基洙　盧義善　
邊宗浩　池殷
韓石濬　韓錫源　李泰俊　洪顯 　趙華哲　朴子英　韓世弘　李浩彬　
金靈淳　金耀信　金容鍊　金龍玉　車閏福　金光 (金) 相稷　金山 (金) 希榮
宋昌根　玄垣國　金英珠　安田 (安) 貴恒
李炯在　朴泰鎭　嚴堯燮　韓俊明
李基淵　李重煥　柳曾韶　李龍九　金永雲　李炳燮　丹山 (李) 順相
文村 (文) 基成

出身地

〔表４〕出身地別朝鮮人学生
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18 才
19
20
21
22

23

24

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
36
38

　　　　　　　　　　       　入　　学　　生
金龍玉
韓錫源　金義衡　柳曾韶　李龍九　鄭達斌　沈載哲
羅樞建　鄭達元　李炳燮　月城 (李）圭二
金智煥　具滋元　朴泰鎭　洪顯 　嚴堯燮　金耀信
金洛九　高在鳳　崔馬太　李昌鎬　金永雲　金千培　金光 (金) 相稷　
文村（文) 基成
全珍珪　張基洙　李炯在　趙華哲　廣田 (李）勝雄　安田 (安）貴恒　
星村（李）徹男
韓石濬　李基淵　姜明錫　鄭登雲　林萬植　盧義善　金容鍊　池殷 　
丹山 (李) 順相　富田 (李) 秋民
金亨植　禹相用　宋昌根　宋昌松　韓世弘
金鍾萬　李重夏　車閏福　南幸一　牧虎 (李) 順鳳
金顯台　朴子英
金山 (金) 希榮
金鍾弼　李泰俊　金春培
韓俊明
李重煥　張約翰
崔慶云
邊宗浩
金英珠　金靈淳
玄垣國
李浩彬

年齢

〔表５〕年齢別朝鮮人学生
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男

女

　　　　　　　　　　       　入　　学　　生
韓石濬　金智煥　韓錫源　金義衡　羅樞建　金亨植　李基淵　禹相用　
金鍾萬　金洛九　全珍珪　具滋元　高在鳳　李重煥　金顯台　金鍾弼　
姜明錫　宋昌根　宋昌松　鄭登雲　柳曾韶　崔馬太　鄭達元　李泰俊　
玄垣國　李龍九　鄭達斌　張基洙　李炯在　金春培　朴泰鎭　林萬植　
金英珠　李昌鎬　洪顯 　趙華哲　盧義善　朴子英　韓世弘　李浩彬　
李炳燮　李重夏　嚴堯燮　韓俊明　金靈淳　邊宗浩　金耀信　金千培　
張約翰　金容鍊　崔慶云　池殷 　金龍玉　南幸一　金光 (金) 相稷　
丹山 (李) 順相　金山 (金) 希榮　月城 (李) 圭二　富田 (李) 秋民　
廣田 (李) 勝雄　
文村 (文) 基成　安田 (安) 貴恒　牧虎 (李) 順鳳　星村 (李) 徹　沈載哲
金永雲　車閏福

性別

〔表６〕男女別朝鮮人学生

南　監理（1930 年以前）

北　監理（1930 年以前）

基督教　朝鮮監理会　
（1930 年代以後）　　

区　　分

〔表７〕教派及び教団別朝鮮人学生

羅樞建　金亨植　李基淵　禹相用　金洛九　全珍珪　
具滋元　高在鳳　金鍾弼　姜明錫　柳曾韶　崔馬太　
李龍九　張基洙　李炯在
韓錫源　金鍾萬　金顯台　宋昌松　鄭登雲　鄭達元　
鄭達斌
李昌鎬　洪顯 　趙華哲　盧義善　朴子英　韓世弘　
金靈淳　邊宗浩　張約翰　金容鍊　崔慶云　池殷 　
金龍玉　金光 (金) 相稷　沈載哲
韓石濬　金智煥　金義衡　李重煥　宋昌根　李泰俊　
玄垣國　金春培　金英珠　李炳燮　嚴堯燮　金耀信　
金千培　車閏福　金山 (金) 希榮　廣田 (李) 勝雄　
文村 (文) 基成　安田 (安) 貴恒
李浩彬　金永雲　韓俊明
丹山 (李) 順相　富田 (李) 秋民
朴泰鎭　林萬植　南幸一　牧虎 (李) 順鳳
李重夏
月城 (李) 圭二　星村 (李) 徹男　　　　　　　

     朝鮮　耶蘇教　長老会

　　イ　エ　ス　教　会
　　  朝 鮮 基 督 敎 会
日本
基督
教会

在日朝鮮人教会
 日本監理教会
 日本基督教団

入　　学　　生
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〔表８〕推薦人別朝鮮人学生

南監理教牧師

北監理教牧師

長老派牧師

イエス教牧師
在日朝鮮人
　牧師
その他
（身元保証）
南監理教

北監理教

梁柱三（南監理牧師、朝鮮監理会総理師）　
劉敬相（南監教会伝道師、關西学院卒業生）　
林斗華（南監理敎 牧師、松都高等普通学校長）　
金元圭（開城南部教会 牧師）　吳華英（開城北部教会 牧師）
柳百熙（開城地方 監理師）　李容政（間島地方 牧師）　
李和春（間島地方 監理師） 　張竹燮（間島地方 牧師） 
鄭春洙（開城北部教会 牧師）　趙華喆（関西学院 学生）
韓寅洙（春川教会 牧師）
金鍾萬（監理会神学校 敎授、 関西学院 卒業生）　
朴子英（龍岡德洞教会 牧師、 関西学院 卒業生）
金洙喆（孔德教会 牧師）　金鍾宇（京城地方 監理師）
金燦興（仁川地方 監理師）　朴昌彬（球場教会 牧師）
朴泰鎭（光成中学校 牧師）　裵亨植（東満州地方 監理師）
卞鴻圭（監理会神学校 校長）　申洪植（仁川內里教会 牧師）
劉斗煥（北鎭教会 牧師）　崔炳憲（貞洞教会 牧師）
金鍵（儆新学校 敎師）　金弼秀（長老敎 牧師）
朴容羲（勝洞教会 牧師）　朴贊斌（平北老会長）
朴兌桓（長老敎 牧師、 咸北老会長）　
李敬弼（光州錦町教会 牧師）　李載馨（河橋教会 牧師）　　　
朱基徹（平壤山亭峴教会 牧師）咸台永（蓮洞教会 牧師）
李浩彬（イエス教会中央宣道院 院監、 関西学院 卒業生）
李寅涉（名古屋朝鮮基督教会）　全重煥（日本基督敎豊崎教会）
朱孔三（東京朝鮮人教会）　崔京學（京都朝鮮人教会 牧師）
趙重應（子爵、 大東法律專門學校 校長）　申在善（馬山居住）
李晩奎（朝鮮留学生監督 嘱託）
A.W. Wasson（協成神学校長）　C.M. Weems（開城 宣敎師）
F.K. Gamble（開城 宣敎師）　J.B. Cobb（京城 宣敎師）
L.C. Brannon（春川 宣敎師）　M.B. Stokes（春川 宣敎師）
R.A. Hardie（「基督申報」社長）　V.R. Turner（南監理 宣敎師）
W.G. Cram（協成神学校 敎授）
A.B. Chaffin（監理会神学校 副校長） 
B.W. Billings（監理敎神学校長） 　

朝鮮人

外国人
宣教師

区　分 推　　薦　　人
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北長老派

カナダ長老派
南長老派
在日宣教師

E.M. Cable（延禧專門学校 敎授）　
H.D. Appenzeller（培材高普 校長）　J.V. Lacy（北監理宣敎部） 
J.Z. Moore（平壤 宣敎師）　S. Hall（海州 宣敎師） 　　　　 　
W.E. Shaw（公州 宣敎師）
E.W. Koons（儆新学校 校長）　J.S. Gale（儆新学校 校長）
W.J. Anderson（皮漁善聖書学院 校長）
A.M Ross（城津 宣敎師）　E.J.O. Fraser（咸興 宣敎師）
W.F. Bull（群山 宣敎師）
M. Whitehead（ランバス女学院 神学部長）
全家善人（日本基督敎団 大阪東成敎会 主管者）
吉田源治郞（日本基督敎大阪イエス団敎会 主任）
岡原英夫（大阪宝塚監理教会 主管者）
廣瀨ハマコ（ランバス女学院）　今村好太郞（神戸中央神学校長）
伊藤秀治（大阪）　渡邊善太（靑山学院神学部長） 　　　　　
福原田郞（広島東部敎会 牧師）　
森田殿九（日本基督敎団大阪支敎区長）　
石幸正一（日本基督敎団龍華敎会 牧師）　松本益吉（兵庫県 敎師）
井田建司（京都西京敎会 牧師）　
神山信一郞（京都加茂川敎会 牧師）　
安田忠吉（京都丸太町敎会 牧師）　
宇留賀政實（日本基督敎朝鮮敎区長）　
衛藤克己（日本基督敎会 幹事長）

日本教会 牧師
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小（普通）学校
中（高等普通）学校

実業学校（商業･ 農業）

聖書学院（高等聖書学校）
神　学　校

大学（專門学校）

禹相用
韓石濬　金智煥　金亨植　李基淵　金鍾萬　金洛九　全珍珪　
具滋元　高在鳳　李重煥　金顯台　金鍾弼　姜明錫　柳曾韶　
鄭達元　李龍九　鄭達斌　張基洙　
李炯在　金英珠　李昌鎬　金永雲　李炳燮　李重夏　韓俊明　
金耀信　金千培　池殷 　金龍玉　丹山 (李) 順相　
金山 (金) 希榮　月城 (李) 圭二　富田 (李) 秋民　安田 (安) 貴恒
朴泰鎭　林萬植　趙華哲　車閏福　南幸一　文村 (文) 基成
牧虎 (李) 順鳳　星村 (李) 徹男
宋昌根　金春培　盧義善　廣田 ( 李 ) 勝雄
宋昌松　鄭登雲　洪顯 　朴子英　韓世弘　李浩彬　金靈淳　
張約翰　金容鍊　崔慶云　金光 (金) 相稷　沈載哲
韓錫源　金義衡　羅樞建　崔馬太　李泰俊　玄垣國　嚴堯燮　
邊宗浩

区　分

〔表９〕最終卒業学校別朝鮮人学生

入　　学　　生

　

牧　師

職業人

金義衡　羅樞建　李基淵　金洛九　金鍾弼　宋昌根　宋昌松　
李龍九　鄭達斌　朴泰鎭　李昌鎬　洪顯 　盧義善　朴子英　
李炳燮　李重夏　嚴堯燮　邊宗浩　金耀信　金千培　金容鍊　
池殷 　金龍玉　車閏福　南幸一　金光 (金) 相稷　
丹山 (李) 順相　金山 (金) 希榮　月城 (李) 圭二　
富田 (李) 秋民　廣田 (李) 勝雄　文村 (文) 基成　
牧虎 ( 李 ) 順鳳　沈載哲
韓石濬　金鍾萬　金英珠　韓世弘　韓俊明
李浩彬　金靈淳　崔慶云
金智煥　韓錫源　金亨植　全珍珪　具滋元　金顯台　鄭登雲　
柳曾韶　崔馬太　鄭達元　玄垣國　張基洙　李炯在　趙華哲　
金永雲　張約翰　安田 (安) 貴恒
李重煥　姜明錫　金春培
禹相用　高在鳳　李泰俊　林萬植　星村 (李) 徹男

区　分

〔表 10〕身分及び職業別朝鮮人学生

入　　学　　生

伝　道　師
　牧　師
　教　師

キリスト教機関
 一般機関

学　生
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【
付
記
】

　

戦
前
・
戦
時
下
の
関
西
学
院
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
の
調
査
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
学
院
史
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
資
料
か
ら
、
戦
前
・
戦
時
下
に
神
学
部
で
学
ん
だ
現
在
の
韓
国
、
中
国
、
台
湾
か
ら
の
留
学
生
は
、
九
〇
名
近
く

を
数
え
て
い
る
。
学
院
史
編
纂
室
の
共
同
研
究
の
枠
組
み
に
お
い
て
、「
関
西
学
院
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
の
調
査
研
究―

戦
前
・

戦
時
下
の
神
学
部
を
中
心
に―

」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
二
年
前
よ
り
最
も
多
い
韓
国
人
留
学
生
の
調
査
研
究
に
着
手
し
て
き
た
。
そ

の
共
同
研
究
は
、
多
く
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
日
本
で
学
ぶ
に
至
っ
た
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
在
学
中
ど
の
よ
う
な

内
容
の
勉
学
を
さ
れ
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
学
生
生
活
を
送
ら
れ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
本
国
に
帰
国
さ
れ
て
以
降
ど
の
よ
う
な

働
き
を
さ
れ
た
の
か
を
可
能
な
限
り
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

特
に
こ
の
問
題
に
深
い
関
心
を
示
し
て
お
ら
れ
る
韓
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
神
学
大
学
教
授
で
、
韓
国
の
歴
史
神
学
者
と
し
て
高
名
な
李

徳
周
教
授
と
、
こ
れ
ま
で
二
回
の
学
術
交
流
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。　

　

第
一
回
の
学
術
交
流
セ
ミ
ナ
ー
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
四
日
に
韓
国
メ
ソ
ジ
ス
ト
神
学
大
学
の
一
〇
〇
周
年
記
念
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
李
教
授
に
よ
る
講
演
「
関
西
学
院
神
学
部
の
韓
国
人
学
生
た
ち
の
牧
会
と
神
学
活
動
」（『
関
西
学
院

史
紀
要
』
第
十
五
号
二
〇
〇
九
年
三
月
に
掲
載
）
と
筆
者
に
よ
る
講
演
「
関
西
学
院
の
神
学
教
育
の
特
色
と
外
国
人
留
学
生―

戦
前
・

戦
時
下
を
中
心
と
し
て―

」
を
中
心
に
豊
か
な
学
術
交
流
が
行
わ
れ
た
。

　

さ
ら
に
第
二
回
の
学
術
交
流
セ
ミ
ナ
ー
は
、
同
年
の
一
一
月
一
七
日
に
関
西
学
院
会
館
ベ
ー
ツ
チ
ャ
ペ
ル
に
お
い
て
学
院
史
編
纂

室
の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
李
教
授
に
よ
る
講
演
「
関
西
学
院
神
学
部
に
お
け
る
朝
鮮
人
学
生
入
学
書
類
の
分
析

―

信
仰
告
白
と
入
学
動
機
を
中
心
に―

」
と
筆
者
に
よ
る
講
演
「
関
西
学
院
神
学
部
に
お
け
る
学
生
生
活―

戦
前
・
戦
時
下
を
中
心

と
し
て―

」
を
中
心
に
充
実
し
た
共
同
研
究
が
も
た
れ
た
。
そ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け
る
李
教
授
の
講
演
内
容
が
、
こ
こ
に
掲
載
し
た

論
文
で
あ
る
。
本
稿
を
翻
訳
し
て
下
さ
っ
た
本
学
神
学
部
非
常
勤
講
師
の
朴
賢
淑
氏
に
感
謝
い
た
し
た
い
。

　

二
回
の
学
術
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
、
李
徳
周
教
授
の
大
変
友
好
的
で
真
摯
な
学
術
的
貢
献
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
課
題
で
あ
っ
た
戦

前
・
戦
時
下
に
お
け
る
神
学
部
の
韓
国
人
留
学
生
の
全
容
の
解
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
心
よ
り
感
謝
を
い
た
し
た
い
。
こ
の

よ
う
な
共
同
研
究
が
そ
の
歴
史
研
究
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
関
西
学
院
と
韓
国
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
平
和
的
友
好
関
係

に
多
少
な
り
と
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。 
      �

（
神
田
健
次
） 


